
2007年度ジョージタウン日記（海外法政フィールド・スタディ四方山話） 

 

 

 

1日目（２／９）出発！ 

 まずは、いろいろ重要な事態が発生したので長い報告をまずは一つ。 

 事前研修で堀田先生より、持って行くと良い物や空港へのアクセス方法（MKシャトル）を伺っていた

ので、準備は万端、集合は万全だったのですが、万端すぎて皆の荷物が重くなり制限重量を超える者が

続出するという事態が発生。とりわけ私が、９９円ショップのペットボトルなども当面の分として入れ

ておくと良いなどと言ったので重くなったのではと後で反省。 

２３キロをちょっとでも超えると、３０００円の罰金ということで、２キロしか超えてなくても３０

００円を素直に払う人が数人出て、立命館の学生は NWにかなり寄付をした形に。荷物の詰め替えもせず

におとなしく払った学生の皆様、すみません。私も超えたのですが、当然罰金はくだらないので荷物の

入れ替えをしてもう一度チェックインし直してセーフに。カウンターの前で急に言われてびっくりし、

すぐ荷物を広げて荷造りし直す勇気のない可愛い学生達に不慮の損失を与えてしまいました。 

今回は、罰金の厳罰導入をはじめ、NWの方針が急に変わっていていろいろ今回は驚かされました。機

内のアルコールの有料化（１本５ドルか５００円）（２回生の皆様はアメリカの基準：お酒は２１歳から、

に従いアルコールが飲めなかったので問題はなかったのですが（笑））もそうですが、古い機体であった

ため、エンターテインメントは前面の薄暗いスクリーンで同じ時間に同じ映画しか見られなかったり私

の席はリクライニングもできなかったりしたこと、などのハプニングがありました。 

学生達は大人数がまとまって２カ所に分かれて座ったのですが、お年頃の皆様は、何度もお手洗いに

立つのがはばかられたようで、また飲み物を個別にはキャビンアテンダントになかなか頼めず、水分を

あまり取れなかったといったことが重なり、デトロイトでは、いわゆるエコノミー症候群にかかった学

生が複数発生（１２時間のフライトは長いので、無理をしてでもトイレや飲み物をもらいにいくなど、

何度か席を立って歩く機会を作り、水分も十分補給するよう指示すべきでした）。 

そのうちの一人は、デトロイトに降りたとき、立っていられないくらいの吐き気や寒気を感じてダウ

ン。空港のスタッフの方が優しくて、車いす・救急車と警察をすぐに無線で手配。緊急時には超法規的

になることを厭わない（？）アメリカならではの対応ぶりで、入国審査は、そこのけ２状態で優先され、

荷物は先に他の人と一緒にデトロイトからDCに送る手続を行ってくれ、私と倒れた学生は空港の外の病

院へ救急車で搬送（道中は車もかなり揺れて決して快適とは言えなかったのですが）。手早い処置でした。 

ただし、倒れた学生は、警察やら空港関係者が次々現れて身分やら病状やら同じことを何度も聞かれ

たり、しかもパニクった状態ではなかなか本人では英語で質問を理解し病状をうまく説明できなかった
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りしたため、不安いっぱいで泣きだしたりしながら、救急車の到着を待つことに･･･（基本的に皆とって

も優しかったのですが、本人は不安ですよね）。 

そのほかの皆さんについては、リーダーがきっちりまとめてくれて、グループごとに入国審査・国内

便への乗り継ぎを無事に進めてくれました。ちなみに今のアメリカは、両方の人差し指の指紋と顔の写

真を入国審査で義務づけられるようになっているため、何やらクリミナル（犯罪者）の気分。アメリカ

の入国のためにはしょうがないのですが、何か納得できないものが。日本政府にすら自分の指紋を届け

たことはないのに・・・。 

ともあれ、とりあえず学生の状態も大事に至らず点滴を打って薬を飲んで少し休んだら回復したので、

夜７時半の便で、遅れながらも無事にＤＣ到着。タクシーで学生をステイ先のおうちに送り届け、私も

９時半にはホテルに。みんなは、もうホストファミリーと初めての対面＆夕食をゆっくり取って歓談し

ているのかなぁと想像していました。 

ところが、次の日に、先に空港に着いていた学生の中に、まだホームステイ先への送迎のシャトルバ

ンに乗っている学生がいたことが判明。最後の学生は９時半に着いたとか。 

私たちと一緒の時間になるなんて？！（後日送迎の件は、クレームをつけました。） 

 

２日目（２／１０） 寒っ！ 

 外に出たらやっぱりＤＣは寒かった？！おそるべし、ＤＣの寒さ。私はホテルをいったん出た後、数

歩歩いてあまりの寒さに分厚いコートを取りに走って戻りました。 

今日は TAの福本さんの案内で DCの中心を少し散策。ところが、待ち合わせの時間に、一人が１時間

に１本しかないバスを逃して１時間遅刻する羽目に！多くの人が寒い駅で待つという事態になり、みん

なが風邪を引かないか心配しましたが、とりあえず無事にロスリンに集合し目的地（チャイナタウン）

に。中華料理店で２つのテーブルに分かれて昼食を取った後、国際スパイミュージアムに行き、スパイ

について様々な展示を見ました（スパイになりたくなった人もいたのでは？！あるいは大変すぎてやり

たくなくなった？！）。 

ＣＶS というチェーン店のドラッグストアに寄った後、若者とゲイのたまり場であるデュポン・サー

クルに行き、軽めの夕食を。福本さんの紹介でファストフード系のメキシカンのお店へ。ブリート（柔

らかいクレープのような生地で野菜や肉をアボガドソースやチリソースを入れて巻いたもの）がとって

もおいしいっ！！。日本じゃまだそんなに食べることができないので、これも貴重な異文化体験でした。

８時頃みんなで帰りました。 

なお、別の学生が携帯を店に忘れたり、イヤーウォーマーを駅で落としたり、電車の途中で急にトイ

レに行きたくなったり、いろいろやらかしてくれましたが、その他の学生は一応問題なく過ぎたようで

す。携帯も、無事に中華料理店で見つかってラッキーでした（ただし、その学生が携帯にＰＩＮロックをか

けていたため盗られずにすんだかもしれません。というのも、その電話は勝手にＰＩＮをトライされ、電話が使え

ない状態になっていたからです）。 

 

 ３日目 Go shopping! 

 今日は買い物デー。ほとんどの学生は、１１時にペンタゴンシティ駅の改札で待ち合わせてショッピ

ングへ。昨日もそうだったのですが、必ず誰か１名は遅刻する者がいるので、毎回その他の人は待つ羽

目に･･･。（まだ慣れないのでしょうがないのですが、皆様気を付けましょう。） 

あと、昨日の夜は、帰り道、バスの行き先と降りるところがよく分からず聞いてもうまく伝わらず間

違ったバス停を教えられたりホストファミリーとうまく連絡がとれなくてお迎えがスムーズにいかなか

ったりしたために、長い時間待ったり、すれちがったり、１時間近く歩いた人が複数名いたようでした。

まだ慣れないのもあって、皆様サバイバルしたようです。でも、無事でとりあえずよかったです。少し

たくましくもなったのでしょうか。 
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 さて今日は、まずは、電化製品のお店や大きな本屋さんと家の内装品のお店を見ることに（注：アメ

リカで買うと良い物には、英語の本とアメリカブランドの物が挙げられます。英語の本は日本ではなぜ

かすごく高いので、本はお買い得です）。 

 お昼を各国料理のファストフードが並ぶフードコートにて適宜食べ、午後は洋服中心の Macy’sやモ

ールでのショッピングへ。皆さん今日は下見感覚でしたので、あまり買っていない様子でしたが、洋服

の足りない人は今日買い足すことができたかな。今の時期は、セールで６０％や６５％オフ（日本では

考えにくい値引率！）とかやっていました（魅惑的すぎて危険（笑））。 

 ４時頃いったんフードコートにて集合し、明日の予定などを何となく確認して解散。NBA を見に行く

計画を立ててくれる人もいました（水曜日に学生の割引日があるということが判明し、この研修の終わ

りの方の２８日の水曜日の夜で最後のプレゼンの準備等が忙しいはずですが、普段は一人４８ドルの席

が１０ドルになるということで、みんなには準備を早めにする約束で行ってもよいということに）。楽し

みがあった方ががんばれますからね。ケネディ・センターのコンサートも毎日６時から無料の催し物が

日替わりであることが TAさんの情報により判明。 

 遊びの計画が着々と進んでいますが、明日からの授業に向けて、英語と心の準備は大丈夫なのかな、

皆さん、早めにお休みなさい･･･zzz｡ 

 

４日目（２／１２）授業開始！ 

 ついにきました、授業開始。ロスリンやデュポン・サークルから大学のシャトルバスが走っているの

で、地下鉄からそれに乗り換えジョージタウン大学へ。みんな迷わずに乗れたようです。ただ、先生と

の待ち合わせ場所が授業の建物ではなくバス停に変わっていたことがうまく伝わっていなかった人がい

て、ちょっとすったもんだが。でも、みんな無事に時間には指定された建物に、２人の先生に引率され

て到着。 

センターからの簡単な挨拶の後、ビザ関係の手続。若干難しい話のため、多少の混乱がありましたが、

みんな何とか必要な書類を作成。 

その後、キャンパスツアーへ。ジョージタウン大学は、歴史あるレンガ建ての建物が多い、とても美

しいキャンパス。衣笠の４倍くらい広々として、キャンパスの中に寮やホテルもあり、大きなフィール

ドも建設中。今回は英語のクラスが２つあったのですが、一つのクラスは、場所がビル・クリントンも

居たという寮の会議室に。昨年と違い、クラスの場所が両方ともメインキャンパスで取れたので、移動

もなく、今年のみんなはラッキー！ 

お待ちかねのお昼。アメリカの学食はやっぱり高い！！衣笠の学食のようにはいかず、ファストフー

ドですら７００円はする感じ。堀田先生から、お昼は持ってきた方がよいとのアドバイスでしたが、な

るほど･･･。 

私は２人の英語の先生とスケジュールを確認しながらランチ。２人ともとっても親切な先生。Shari

は DC 在住の日系４世でかつアメリカン大学で立命の学生も教えており、Andrea も日本と関わりの深い

ワシントン州在住で日本のことをよくご存じであり、日本人の学生の扱いについてもベテランの方達で

非常に安心。スケジュールも、最新版では、ペンタゴンは行けないものの、国会議事堂には行けること

に。プログラムはなお進化し続けます！ 

今日の午後は、いろいろな課題の説明と裁判所見学の準備。あまりの宿題の多さに目を白黒させてい

る人も。放課後は、GOCard という ID をもらい、無事に正規の学生に。感動！その後、何となくみんな

でジョージタウンの街を散策。広い道路に高い建物もなく、美しい古い街並みに続く色とりどりのお店

の数々。非常に魅惑的な街です。そのまま、橋を渡ってロスリンの駅へ。ポトマック川が凍っていて、

DCの寒さを実感。小雪もちらついてきました。 

天気予報では明日は雪嵐とか。裁判所の閉廷のおそれもあるとかで心配です。小雪ですめばいいので

すが･･･｡ 
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５日目（２／１３）（授業２日目） Go to Courthouse 

 今日は、８時半にコートハウス駅（その名の通り！）に集合し、裁判所へ。心配されていた天気は何

とか小雪程度ですみ、寒いものの裁判は普通に行われることに。よかった！ 

ＶＡの裁判所は、とても新しくてきれいでホテルのような内装でした（古びていたＮＹとのあまりの違

いに唖然！）。刑事裁判の傍聴だったのですが、さすがに plea bargainingのある国！午前中に１０件入

っていたのですが、どれもがほとんど jury trialに行かずに、有罪取引で終了。２つくらい陪審が準備

されていたケースもあったのですが、結局裁判官の有罪の心証を聞いて（裁判官は積極的に心証開示し

ていてびっくりしました）、どちらもあっさり有罪取引で終わりに（陪審裁判が見られなくて残念！！）。 

事件はというと、BFとの間にできてしまった赤ちゃんを避妊できず産んで殺したケースをはじめ、宝

石強盗、車の酔っぱらい運転＆当て逃げは、皆女性が被告人。薬物所持の２つのケースと銃所持で捕ま

ったケースは男性が被告人でした。車の事件以外は、アメリカらしい事件ばかり。酔っぱらい運転も有

罪取引で重過失運転罪 reckless drivingという軽犯罪（misdemeanor）で済んだ際、彼女に、アルコー

ルについてのプログラムを受けさせる附加刑も着いたのはさすがアメリカという感じ。裁判の様子を先

生が何枚ものメモで書き留めては私たちに回してくれたので大体何が起きているのかが順番に分かって

とてもよかったです。 

お昼を裁判所前の SUBWAYで食べた後、みんなで学校に戻り午後は普通の授業を。裁判見学の感想も話

し合いました。天気が悪かったので、今日はみんな早く帰ることでしょう。あ、でも２８日の NBAのチ

ケットを買いに行く人達がいましたね。気を付けて･･･。 

 

６日目（授業３日目、のはずが･･･）（2／14） “Happy Valentine!” 

 １日休講！！今日は、昨日の夜から大雪になったため、大学もローセンターもお休みで授業は午前・

午後ともなしに！本当なら午前は普通の授業で午後は Union Station駅にあるローセンター（ロースク

ール）に行って日本人の LL.M.の方達とも交流の予定だったのに。朝７時前に先生から私の所に休講の

旨の電話が･･･｡ 

先生たちもそれぞれのクラスの子に一人ずつ連絡するとのことでしたが、日本で作ったグループごと

の連絡網（Phone Tree）があったので、私もそれで連絡を二重で回しました。ところが、初日に先生達

に知らせたみんなの手書きの電話番号に間違いがいろいろあって、先生からはつながらない人が続

出！！誰か知らずに学校に行っちゃったかも？！（心配！）連絡網の結果も１名が伝わっていないし･･。 

ということで、私が直接つながらない原因を調べつつしらみつぶしに連絡を･･･｡結局、全員家に居る

ことを確認できたのは１０時半頃でした。それまであちこちから電話がかかってきたり誰かにかけたり。

（でも、みんなは学校がない、ってことが分かって、ただのんびりしていたようで･･･｡こういうとき、

教員はつらいです、とほほ。） 

ともあれ、お昼には、明日の授業のめどが。明日はとりあえず現地の高校見学はやめてローセンター

に行き、模擬裁判の予定をアメリカの学生の手伝い付きでやることになりました（ほっ）。ということで、

みんなは、たなぼた休息日でした。You got luck?! 

 

７日目（一応、授業４日目）（2／15） Law School 

 アメリカのロースクール見学。ユニオンステーション駅のローセンターへ。今日は積雪が凍ってしま

い、雪道は滑りやすく危険な状態。転んだ人、複数名発生！（Be careful!） 

授業は、Rick Roe 先生の Street law から。４つの事例（釣銭詐欺、売春、薬物販売、酔っぱらい運

転）が出され、どれが犯罪となるかならないか、なるとしてどの程度の重さの罪かといった問題を、グ

ループを作って議論。日本で刑法各論を終えたばかりの人たちがいたので、まあまあ議論ができたよう

です。お昼は、みんなはロースクールのカフェテリアへ。私は、Roe 先生に連れられ、午後の模擬裁判

の準備を一緒にすべく研究室へ。模擬裁判の事件は、本来もっと複雑で、日本にない「比較過失



（comparative negligence）」の問題とかにまで発展するもので、これでは学生達にはさすがに無理なの

で、急遽、簡単なものに変更することに。 

まずは、ビデオで約２０年前の高校生の模擬裁判を見ました。監護権（child custody）をめぐる事件

で、父親が新興宗教を打ち立て、息子を洗脳し、息子の財産や他の若者の財産を使ってレストランを作

ったり、カリブ海に家を買ったりしていたとかで、母親が父親から監護権を自分に移すよう訴えたもの

です。争点は、息子にどれだけ判断能力が備わっているか否か。日本でも、新興宗教といえば、オウム

真理教の事件がありましたが･･･。宗教に関わる争点は、「法律上の争訟」にあたらないので、裁判所の

司法権の範囲外でした。 

みんながやった模擬裁判は、アメリカらしい高校の卒業パーティ（Prom）に関する事件で、２名の学

生の名を使って「Maya v. Hiroki」というケース（注：アメリカでは判例名は、原告 v.被告で表す）。

原告・被告・裁判官に７人ずつ分かれて、それぞれ意見集約し、７つの裁判所で裁判。和解に近い日本

人らしい決着がついたところも。それぞれの判決が出て楽しかったです。論理的に考える訓練を重視す

るアメリカらしいエクササイズでした。 

その後、Street Lawの演習のローの学生達への勧誘説明会に参加。会場の前でクッキー・スナックと

飲み物をもらいました（これもアメリカらしいですよね！）。Street Lawクリニック（法務実習）とは、

ローの学生が地元の貧しい高校生達の先生となり、高校生に模擬裁判を体験させることを通じて、高校

生の考える力を育み、自分を高め・深め、自信をつけてもらうというプログラム。ローの学生にとって

も、法律・裁判制度全般を高校生に分かりやすく教えることで、自分たちも勉強・成長するというもの。

非常に興味深い演習でした。（でもみなさんは若干退屈だったようで、来年は少し考えます。） 

面倒見の良い Roe先生は、さらに我々をロースクールツアーへ。個人的にはロー・ライブラリーを使

わせてもらう予定なのでありがたかったです。日本人の LL.M.の方も何人か見かけました。一学年２５

００人（LL.M.だけで５００人くらい）で、全米でも No.１の人数の多さとか。そのためか、ロースクー

ルはとっても awesome！（俗語：すげーorすてきっ！）。新しくてきれいで広々としてホテルのような寮

も体育大のような設備が完備されたジムもあり、図書館２つに最高裁判所の模擬法廷まで備え付けてあ

りました。授業料がさすがに年間 400万円近くするだけあって、とっても立派でした（笑）！ 

 

 

 

８日目（2／16） とりあえず無事･･･ 

 第一週目が終了。今日は、通常の授業日。みんなは午前中に全米で有名なアンカーマン、ラリー・キ

ングのインタビューの技法をならい、また冤罪で捕まった人たちの独白劇みたいなものも見ました。午

後はこの間の裁判所見学の感想会。 

そのころ私はというと、今日は、お昼に CLEDセンターのカリスタと助手のアイ・フイ・タン（シンガ
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ポール出身中国系）と二人の英語の先生と大学のホテルの中の豪華なファカルティ・ラウンジでビュッ

フェを。（注：仕事です！その間、初日のバンの送迎問題を含め、学生達の様子やプログラムの今後を話

し合いました。）ブロッコリーのクリームスープをはじめ色とりどりの豆やチーズが入ったサラダに、何

種類ものお肉・お魚料理の数々。デザートには、様々なアメリカンケーキの中（さすがに甘すぎるシュ

ガーコートの乗ったパウンドケーキは避け）、アメリカのブレッド・プディングを選択。カラメルソース

をかけ、様々なベリーや生クリームも添えて、アメリカン・コーヒーと共に心ゆくままに満喫（うう、

幸せ！）。おなかが fullに！ アメリカ料理を好きなだけ取って優雅なお昼でした（注：くどいですが、

仕事の一貫です（笑））。その後、みなさんががんばっている姿を見に教室へ。 

４時からは、国際学生のコーヒー・アワーに呼んでもらっていたので、みんなとそちらへ。ジョージ

タウンに来ている様々な留学生達とお話する機会を頂きました。みんなは、積極的に留学生の人たちに

話しかけてしゃべっていました。たったの数日でものすごい進歩！Shari も私も感動！（みんな、すご

いっ！）みんなが盛り上がっていたので時間を延長してそこにいました。 

夜は、映画エクソシストで有名な階段のそばの店「Tomb（墓）」へ。何やら不吉な名前ですが、中は普

通の楽しいアメリカ料理屋さん。安くてビッグなハンバーガーやサンドイッチをみんなで食べました。

熱をおとといあたりから出してつらそうだった子も、何とか休まずに一週間を終えることができました

（ほっ）。来てからちょうど１週間。いろいろありましたが、So far so good! 

 

９日目・１０日目（２／１７・１８）Weekends! 

 週末は、それぞれ別行動。土曜日は、大半がスミソニアン博物館へ。スミソニアンは、いくつもの博

物館の総称で、いくつもの美術館をはじめ、航空宇宙博物館、アメリカ歴史博物館、自然史博物館など

があります。みんな、それぞれが優先順位をつけて各自のペースで好きな所から回ったようです。ここ

の博物館は、国立のものはすべて無料（！）という、とても素晴らしい施設（国家が年間約７００億円

かけて維持しており、アメリカの威信が見える）。ありがたくみんなその恩恵に預かって楽しい一時を過

ごしたようです。 

 日曜日は、さらにそれぞれが別行動。来週に備えて各自が自由に過ごしました。 

 

１１日目（２／１９） Presidents’ Day! 

大統領日という祝日。みんなでアメリカ合衆国建国の父で初代大統領であるワシントンの家やメモリ

アルがあるマウント・バーノンへ。当時の服装をした人が何人もいました（ワシントンのそっくり（？！）

さんも）。途中、硫黄島の像（アメリカが日本との激戦に勝ち抜き戦士が旗を立てた姿）を見ました。日

本人にとっては複雑な思いのする記念碑ですね。 

ところで今日は、なんと第４３代アメリカ合衆国大統領ジョージ・Ｗ・ブッシュがローラ夫人と現れ、

スピーチを！ ヘリコプター３台でホワイトハウスからご登場。アメリカの各州から来た高校生などと共

に、みんな生で大統領を見ることができ感動！スピーチは、ワシントンの功績をたたえつつ、ワシント

ンが獲得したはずの自由は、実は確立されたものではなく、今もなお我々は真に獲得すべく努力してい

るのだというような内容。大統領選挙を控え、イラクに兵を送り続けているブッシュの政治的プロパガ

ンダも少し入っていたようです（今度は誰が大統領になるんでしょうね）。 

お昼からは、自由行動。大聖堂を見に行く人やスミソニアン博物館の続きや買い物組に。夕方は、ケ

ネディ・センターでの無料コンサートへ。今日は、バンジョーやバイオリン・ギターを使ったカントリ

ー・ミュージックが演奏され、アメリカの気分を満喫しました。 

 



 

 

１２日目（２／２０） Public Defender, John Youngs, esq. 

 授業日６日目（？）。今日の午前中はいつもの授業の続きと、明日の最高裁見学および午後のインタビ

ューの準備。みんな英語にも授業にも大分慣れてきたようで、みんなの進歩の様子に二人の先生もとっ

ても喜んでいました（excellent!）。午後は、あわただしい昼食を終えた後、Courthouseへ。 

Jury Assembly（陪審控え室）を借りて、Public Defender（貧しい人のために恒常的に州選弁護人と

して働く弁護士（日本にはない制度））の John Youngs 氏にお話を伺いました。VA 州は、どうやら刑事

裁判はシビアで厳罰の地域のようです。裁判官は保守的で厳しい量刑が出やすく、また死刑制度も残っ

ている中、執行数はテキサス州・フロリダ州についで全米で第３位とか。VA州は中規模都市にすぎず人

口比から見ると異様な感じ。９７％の事件が有罪取引で終了し、陪審裁判は非常に少ないそう。 

彼は、２６年間の民間弁護士のキャリアを捨て、２年前からこの職に。報酬は、州からもらうわけで

すが、５０州で最低とか。しかも貧しい人に非常に厳しい州での弁護。彼が、お金のためではなく、貧

しい人にも真の正義を求める心から、この職についたのは明らか（apparent）。おそらく、無実の人を有

罪・死刑にされ、絶望的な思いを何度もされているはずなのに、私たちのインタビューには、非常に淡々

と、自分の仕事を裁判手続の流れに沿って説明して下さいました。 

彼の容貌は、ちょっと太めで丸顔に片耳ピアス。結婚はされているようなのですが、謎めいた感じ。

人なつっこい大きな青い瞳で語るその口調からは、普段の仕事の厳しい状況を想像することはなかなか

困難ですが、客観的な状況を察する限り、こんな条件の悪い州で絶対やりたくない仕事。頭が本当に下

がる思い。「正義（Justice）の実現」とは何か、自分はそのために何ができるのか、考えさせられた２

時間でした。 

みんなも、いろいろ積極的に質問して良かったです（眠そうな人も若干いましたが）。 

明日は最高裁の建物見学。正義の探求の旅は、まだまだ続くのでした･･･（笑）。 

 

１３日目（２／２１） Supreme Court 

 連邦最高裁へ！アメリカの最高裁裁判官（Justices）および最高裁の口頭弁論（trial）を見ちゃいま

した！８時半から裁判所の外に並ぶこと１時間半（！）。Microsoft v. AT&T の著作権侵害のケース。番

号が遅かったので、入れるか心配でしたが、５分だけ後ろの席で覗くことが許されました。とりあえず

全員入れてよかったです。建物はビロード張りで豪華な装飾も素晴らしく、劇場のような作り。裁判官

達が役者のように見えるくらい、大げさでフォーマルな手続でした。 

アメリカでは、小学生すら、俳優や歌手の名前と同じくらいに最高裁裁判官の名前を知っているとい

う司法大国なので、９人は国民的有名人。ところが、９人いるはずの Justicesが今日はなぜか８人でし

た。でも、最高裁では、裁判官が当事者に積極的に質問している姿が見られ、印象的でした。Scaria裁

判官は、常に独自の見解で有名ですが、現在唯一の女性裁判官 Ginsbergもいろいろ尋問していました。 

日本では１５人もいるのに対し、アメリカでは最高裁裁判官は９人。しかしその９人の個性が常に最

高裁判例で反映され、みんなの注目を集めています。９対１で尋問を受ける弁護士のプレッシャーには、
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すごいものがありそうでした。 

午後は、合同でインタビューの質問作りの授業。放課後は、有志で有名なチェーン店のアイスクリー

ム屋で好きなサイズ・味のアイスやシェイクを満喫した後、Shari の案内でアメリカン大学へ。アメリ

カン大学はご存じの通り立命館大学にとってより関係の深い大学。そこに留学している立命の学生に会

い、大学のショップへ。短い滞在時間でしたが、モダンで静かなたたずまいの大学の雰囲気を味わいま

した。 

その後、６時からはジャズのコンサートへ行った人も。今日もいろいろ盛りだくさんの１日でした。 

 

１４日目（２／２２） またまた Courthouseへ！Prosecutor Mr. Trodden 

 今日は、午前中は、普段の授業の続きを･･･｡お昼は、またまた Courthouse駅の SUBWAYを拝借。その

後、群の Detention Center（留置所）へ。裁判所に隣接して置かれ、基本的に刑が確定するまでの間、

留め置かれる人々の居場所です。刑が確定すると、もっと遠い不便な州の刑務所（より逃げにくい場所

（笑））に連れて行かれるのですが、それまではここで一時（？！）を過ごすわけです。 

この留置所は、非常にリベラルで、在監者（inmates）は、比較的自由に個室から出ることが許され、

さまざまな更正プログラムを選んで学ぶこともできるのが特徴です。ここでは、在監者は、最初の２４

時間・重犯罪・軽犯罪の３種類の居場所に分かれて居ました。また、軽犯罪などであれば、外で働きな

がら刑の確定を待つこともできるそうです。外で働く場合の作業着はオレンジ。留置所内では男性は青、

女性は緑のつなぎ服を着るそう。クリスマスには、家族と一緒にクリスマスを祝うことも許されている

とか。バスケットコートがあるのもアメリカらしかったです。日本よりは、在監者が人として尊重され

ている様子がうかがえました。 

その後、検察の方との懇談会。２日前の弁護人とは対立する立場からのお話を伺いました。検察側は

やはり権力側であるだけに、自信に満ちている姿が印象的でした。スーツも態度も立派。冤罪について

どう思うかという質問に、冤罪もないわけではないが稀であると言い切ったり、陪審に黒人が多いか白

人が多いかで結論が変わるのではないかという質問にも、７０年前に比べて時代は変わり、今はそのよ

うなことはほとんどない（むしろ強姦事件で女性の陪審の方が有罪・重罰化の偏見を持ちがちで性差の

方が問題と思う）、死刑がまだあることについてどう考えるかについては、それを決めるのは立法者であ

り、弁護士・検察・裁判官は死刑については誰も判断し難い、と抽象的に説明したりするなど、非常に

「政治家」的で優等生のお答え。群の検察のトップに上り詰めた人だけあって、非常にそつのないエリ

ートな感じ。 

彼は、起訴されるような者はほぼ有罪に間違いなく、後は効率的に有罪にするために、「plea 

bargaining万歳！」という姿勢。個人的には、先日の Public Defender の Youngs 氏のお話の方が真実

に近いという印象を受けました。ただし、両者とも、公平（fair）な裁判が重要だという点では共通し

ているので、問題は、「何が公平な裁判か」ということ。本当にどこの国でも正しい裁判を追求すること

は難しいものだな、とつくづく･･･。 

なお、彼の話の中で、裁判制度というのは、その国の文化・歴史・伝統・経験を抜きにしては語れず、

陪審制はアメリカにとって最適であるが他の国であれば必ずしもそうではないだろうというコメントも、

さすがに模範的お答え｡ 

ＶＡ州は、歴史的にイギリス的なものに対抗してきた経緯があり、自らを「state」と呼ばずに、

「commonwealth」と今も呼んでいるなど、特殊な地域。裁判制度も、例えば陪審が量刑まで判断するな

ど、非常に特徴的であることが、今日でいよいよ明らかになったところでした（個人注：Youngs氏はや

はり偉いです！）。 

 

１５日目（２／２３） Capitolへ！ 

 今日は、放課後、ＤＣの中心に座る Capitol（連邦議会議事堂）を見学。Andreaのつてでワシントン
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州の上院議員の推薦を得て、議事堂見学（本来は州民しか紹介できないそうですが、無理にお願いして

実現。Andrea のおかげです！）。議事堂は、２人の若い秘書が、私たちを案内してくれました。上院議

員のオフィスの建物から、議事堂へはなんと、地下を通っている通称「Subway」という遊園地の乗り物

のような電車に乗って行きました（exciting!）。 

議事堂は、屋根のドームが特徴的な建物で、当初は最高裁判所や議会図書館なども入っていたとか。

イタリア人の画家が描いた壁画があちこちにあり、また各州から２体ずつ代表的な議員の彫像が議事堂

のあちこちに散在している造り（カメハメハ大王もいました！）。円形大広間（Rotunda）には、アメリ

カの建国の歴史が。ポカホンタスの洗礼やライト兄弟の初飛行なども描かれていました。元大統領の葬

儀などもここで行われるとか。アメリカ人の観光客も、あちこちで熱心にガイドの説明に聞き入ってい

ました。 

 その後は、Union Stationにてみんなで夕食。明日に備えて８時半頃解散。２週目の授業も無事終了。 

 

１６日目（２／２４） White Houseへ！（夢の三大制覇？！） 

 朝早っ！第一陣の７人と教員は、７時半からのツアーで、かつ７時頃はまだ地下鉄も走っていないた

め（これほんと）、やむなく近めのホテルに前泊して早朝タクシー２台で参上。日も明けないうちから、

厳寒の中、見学の列に並びました。しかも、かばんの持ち込みが一切禁止されたため、Andreaが外で皆

のバッグを持って待つことに･･･（またまた彼女のおかげです！多謝多謝）。 

 ホワイトハウスは、文字通り真っ白な瀟洒な造りで、中もそれは豪華。お城のようにいろいろな広間

や小間がありました。 

 第二陣は、１０時半からの見学で来るのには問題がなかったのですが、なんとブッシュ大統領がお出

かけになるとかで、ＳＰが一時総動員され、ツアーもキャンセルになりかねない状態に。幸い、後の組

も１０時頃には皆着いていたため、早めに中にいれてもらえることでツアーが催行可能に。全員がホワ

イトハウスを無事に見ることができよかったです。 

これで、最高裁・連邦議会議事堂・ホワイトハウスと司法・立法・行政の機関すべてを見たことに・・。 

すごいことです！ 

 その後、またまたAndreaの案内でホロコースト博物館へ。ユダヤ人迫害の歴史と大量虐殺の壮絶な映

像を見ることに･･･（大量の死体など生々しい写真や映像がこれでもか２と展示されていました）。普段

は非常に陽気で騒がしいアメリカ人ですら、打って変わったように無言に･･･。重苦しい沈黙の中、人々

が展示物を真剣に眺めていました。 

実は、秘密にしてくれというので黙っていましたが、Andreaはユダヤ系アメリカ人で（名前や、子供

の頃メキシコの国境付近で育ったという話からヒスパニックかと思っていましたが）、ホロコーストで、

正におじやおば一家を皆殺しにされたそう。そのため、私たちと一緒に展示を平静には見ることは絶対

無理なので案内は入口までにしてほしい、と券の手配だけして帰っていきました。 

日本人には、南京大虐殺や朝鮮人虐殺という加害者としての過去があるものの、戦後の世代の私たち

には虐殺というものはかなり他人事となっているように思われます。でも、関係者には今も非常につら

い現実。あれは過ちであった、と世の中に認められても、失った大事な人々は戻ってくるわけがなし。

しかも、愛する人たちを無理矢理引き離されて非常に悲惨な形で殺されたわけで、関係者の方達の家族

や友人を奪われた怒りと悲しみは、今なお心の底に重く沈んでいるのだろう、とただ推し量るのみ･･･｡

日本も戦争に負けて大事な人を亡くした人は多いとはいえ、戦争体験のない私たちには、その悲しみは

いくら説明されても実感はできず、そこにはやはり戦後の世代としての課題があるように思います。 

映画「ライフ・イズ・ビューテュフル」や「シンドラーのリスト」を見た人も多いと思いますが、現

実の映像はさらに悲惨でした。死体の顔をはっきり見たのはさすがに初めての経験でしたが、腐りかけ

た死体を見て、怖いと言うよりも、ただただ可哀想でした。当たり前ですが、戦争や虐殺というものは

絶対あってはならない、と本当に強く思いました。 
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宗教や人種の壁というのは非常に厚く、ユダヤ人を受け入れたこの国でも、黒人や黄色人種あるいは

イスラム教に対する偏見が実在するのは否定できない事実。また、多神教の日本人は、宗教には寛容で

あっても、単一民族なので、よそ者や変わり者など少しでも異質な者を排除する風潮は、人一倍･･･。 

人の偏見・差別の心あるいは闘争心などは、無意識に生じるものだけに、これを完全に無くすのは無

理ですが、少なくとも戦争や虐殺のような最悪の事態は防ぐべきであり、そのために、私たちは何をす

べきなのでしょうか。少なくとも、ここで学んだこと・感じたことを心に刻んで、身近にいる異質な考

えや異質な人格を少しでも受け入れる努力をし続けるしかないのでは、と。 

少しかじったカント哲学の解説書のしかも自分の不十分な理解では、道徳心を持つだけではだめで（言

うは易し？）、道徳心に基づきかつ道徳的な行動をし続けなければ、やはり悪であるというような話があ

ったと思うのですが、実際はとにかく難しいものですね･･･｡ 

「Think what you saw!」 博物館の垂れ幕にありましたので少しだけ考えてみました。 

 

１７日目（２／２５） 最後の Weekend！ 

最後の日曜日。また雪が降り積もり寒い１日となりましたが、みんな心残りのないよう、買い物に観

光にと出かけたようです。 

 

１８日目（２／２６） Street Law 

今日は、第一週目にできなかった高校見学へ。３つのグループに分かれて、それぞれ１つ目の公立高

校へ。DCは、アメリカ政治の中心で、エリートのお金持ちが住む地域と低学歴で貧困層が住む地域とが

隣り合わせに存在する、光と影のある街。中間層がいないのも特徴です。 

１つめは、それぞれその地域の貧困層が通う普通の公立高校へ。自分が見学したところは、教室に窓

がなく部屋ごとに壁もなく、授業時間が来ても学校に遅れてくる子が次々と現れ、入口では高校なのに

セキュリティ・チェックが必要（武器を持っていないかの確認です（驚））！壁や床も真っ赤なペンキで

あちこち塗られており、こんな建物では、どんな優秀な人でも落ち着いて勉強できるわけがない、と思

いました。 

その中で、Roe先生がロースクールの学生を先生として送り込んでいる Street Law（前述の模擬裁判

を高校生に学ばせる）の授業が一つのクラスで行われており、それを見学。 

ロースクールの学生が、法律（statute）の読み方から、法律用語の定義について、身近な具体例をふ

んだんに使って、高校生達に分かりやすく説明。そのため高校生達も楽しげに、しかも（立命の学生達

ですらかなわないくらいに（？！））立派に犯罪構成要件について自分の言葉で積極的に説明できている

姿に感動！教育の成果は、学生の資質もあるけれど、教員と教育方法による所も大きいと自戒を込めて

拝見。 

２つ目の高校は、Roe先生が自分の卒業生らと建てた Thurgood Marshall Academy。黒人で最初に最高

裁裁判官になった彼の名にちなんで付けられた高校名です。高校生にも法律を教えることで、彼らに将

来の動機付けを与え、自分で考える力を付けて自信を持たせる、という教育方針。非常に建物も設備も

立派で、公立高校とは思えない豪華さ（注：セキュリティ・チェックはありませんでした（笑））。 

３人の高校生を囲んで質問会。教師が非常に熱心に放課後や試験前に勉強に付き合ってくれたり、弁

護士やロースクールの学生が法律や模擬裁判を教えに来たりするそうで、学校生活がとても刺激的で楽

しそうでした。DC全体の公立高校の大学進学率は６％程度とか。それに比べこの高校からの大学への進

学率が１００％に近いことも、この学校の教育成果を物語っていました。 

午後は、Roe 先生の模擬裁判や質問会のお申し出を断り、通常の授業に。みんなは、各自のインタビ

ューの準備やその実践に午後を使うことになりました。 

 

１９日目（２／２７）  インタビューへ 
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 今日の午前は別々の部屋で、午後は全員でインタビューおよびプレゼンテーションの授業。放課後は、

それぞれインタビューへ。昨日インタビューを終えた人はまとめを。それぞれが金曜日の発表に向けて

準備を進めました。 

夕方６時１５分から、こちらの一般学生を対象にしたキャリアセンターの企画「弁護士の生活」がオ

プションでありましたが、みんなはそれどころではなかったようです（笑）。ジョージタウン・ロースク

ール出身の３人の弁護士（企業法務・税法・公共部門）による懇談会で、ロースクールはどう選ぶか、

生活はどんなか、どんな分野に進むべきか、そのためにどんな勉強をすべきかというお話を聞きました。

アメリカでも（？）、ロースクールに進学するのも弁護士として成功するのも、とても大変そうでした（詳

細は聞いて下さい）。 

 

２０日目（２／２８）  シンクタンク 

 午前・午後と大学で授業の後、今日はみんなで、特に防衛戦略で有名な CSISへ。シンクタンクは、様々

な分野につき自発的かつ戦略的・実践的に研究し、アメリカ政府に対し様々な専門家や提案を恒常的に

提供する非営利の民間機関。アメリカには１２００ほどの様々な特徴を持ったシンクタンクがあるそう。

政府の高官や専門家を交えて議論する場を提供すると共に、アメリカ政府のみならず世界中の人に向け

て新しい提言を行っています。 

今日、インタビューをした方は、２５ほどの分野がある中、中東のご専門でした。シンクタンクの役

割と CSISの特徴（他のシンクタンクに比べ、政府やどちらの政党からも中立的で独立していることが売

り）を伺った後、現在の研究（「中国の中東における役割」）について詳しく聞きました。みんな国際関

係の話を聞くのはこれが最初で最後だったので、非常に興味を持ったようで質問もたくさん出ました。 

シンクタンクで働く場合、様々なインターンシップから始めて、だんだん恒常的なポジションを得て

いくのが普通のようです。CSISには、現在２２０人が所属し、日本人も５，６人いるとか。今日は、建

物に入るとき、ヘンリー・キッシンジャーが前を歩いていました。D.C.は、さすがに世界的に有名な人

にふらっと会えるのがすごいです。 

＊ヘンリー・キッシンジャー（Wikipediaより抜粋・要約） 

ユダヤ系アメリカ人。１９３８年にアメリカに移住（ドイツに残った親類はナチに殺害された）。そ

の後ハーバード大学に進学、同校の政治学部教授に。核政策（「大量報復戦略」）の硬直性を批判し、

核兵器・通常兵器の段階的な運用による制限戦争の展開を主張した。ニクソン政権時代、国家安全保障

担当大統領補佐官として政権中枢に入り外交全般を取り仕切る。旧ソ連と第一次戦略兵器制限条約

(SALT1)を締結するなどデタント（緊張緩和）政策を推進。ベトナム戦争を終結したとして、ノーベル

平和賞を受賞するなど、巧みな外交手腕から、アメリカにおける 20世紀後半を代表する外交家とされる

ほど評価が高い。しかし、日本に対しては、「ジャップ」との表現を使ったり、「日本も核を保有するだ

ろう」と発言したり、強硬な態度を取った。 

  

２１日目（３／１）  最後の授業 

 今日で授業は最後。明日のプレゼンに備えてみんながんばっているようです。 

 

２２日目（３／２）  終わりよければすべてよし？！  

 今日はインタビューの成果を発表する日。みんな、スーツを着るなど普段と違う緊張感。パワーポイ

ントを駆使したりレジュメを配ったりして、個々にインタビューの成果・英語力を遺憾なく発揮しまし

た。みんなの英語力が本当にすごくＵＰしていて、Andreaも Shariも私も感動！すごいっ！私もちゃん

と授業に出ておくべきだったかも･･･（笑）。 

 午後は、修了式。Shari の言葉に感激して涙ぐむ人も･･･｡いろいろありましたが、よくがんばったよ

ね、みんな。You can be proud of yourselves! 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%89%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%A4%A7%E9%87%8F%E5%A0%B1%E5%BE%A9%E6%88%A6%E7%95%A5&action=edit
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BD%E3%83%93%E3%82%A8%E3%83%88%E9%80%A3%E9%82%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E6%88%A6%E7%95%A5%E5%85%B5%E5%99%A8%E5%88%B6%E9%99%90%E4%BA%A4%E6%B8%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E6%88%A6%E7%95%A5%E5%85%B5%E5%99%A8%E5%88%B6%E9%99%90%E4%BA%A4%E6%B8%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%88


その後、簡単なスナックやドリンクも出て懇親会へ。最後の一時をみんなで過ごしました。その後は

解散して、各自が思い思いに最後の夕べを過ごしました。 

ＤＣ最後の今日は、暖かい春日和となり、今までの緊張を解いてくれるかのようでした。 

 

２３日目（３／３）  帰国の途へ！（ひな祭り？） 

 ふたたび朝早っ！７時半頃から続々とそれぞれのホームステイ先から空港に集合。時間通りにみんな

集まりました。 

荷物検査は非情で、今度は７０ポンド（２３キロ）を超えると国内線・国際線併せて５０ドルの超過

金でした。当然行きより荷物の重くなった人も多く、超過金を払わざるを得ない人が。私も今回は覚悟

の出費でした（笑）。 

 みんなのそれぞれの思いを乗せて、飛行機は３週間お世話になったＤＣを後に。国内線は問題なく、

時間通りにデトロイトに到着。行きに採った指紋のおかげで、帰りは空港内にある機械にて、指紋照合

と写真照合による簡単な手続で出国審査は無事終了。国際線まで２時間しかないのであまり時間がない

と思った矢先、アナウンスで大阪行きが１時２５分発の予定から３時発に変更に！ 

 とりあえず、免税店を見たり食事をしたりしていましたが、３時になっても一向に乗れる様子がなし！

飛行機のブレーキシステムの故障の修理で遅れているとか。ちゃんと直してもらうしかないのでおとな

しく待つことに･･･｡１０ドルのミールクーポンがお詫びで出されたこともあり、とりあえず飲み物や食

べ物を買ってきて時間をつぶしました｡ 

 ５時過ぎにようやく搭乗できたと思ったら、今度は機体の雪や氷を取っていなかったとかで、解凍剤

を撒くため、また２０分ほど機内で待たされました。その後ようやくデトロイト出発（ほっ）。 

 

２４日目（３／４）  ようやく帰国 

 またまた長いフライトを経て１０時過ぎに関空着。２名の荷物がデトロイトに残っていることが判明

しましたが、明日着くとかでとりあえずＯＫに。お迎えのある方はそれぞれ親と共に、京都に公共交通

機関で帰るメンバーは最終電車めがけて、急いで帰りました。 

 みんな、お疲れ様でした！短い期間でしたが、いろいろ珍しい経験をして、非常に実りある成果を得

たことと思います。この成果を基に、皆様のさらなる人生の飛躍を期待しております。 

私もみんなと共にいろいろ学べ、しかもとっても楽しかったです。Thank you soooo much! 

 

 

 
《 修了式（左上）とみんなの写真（右上） 》 
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